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オリンパス株式会社に対する損害賠償請求訴訟の和解に関するお知らせ 
 

テルモ株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 新宅 祐太郎）が、オリンパス株

式会社（以下、オリンパス社）に対して提起した損害賠償請求訴訟につきまして、下記の通

り 2013年 11月 18日付で和解が成立しましたので、お知らせいたします。 

 

１．訴訟の提起から和解に至るまでの経緯 

2012年8月1日付「オリンパス株式会社に対する損害賠償請求訴訟に関するお知らせ」

にて公表いたしました通り、当社はオリンパス社に対し、同社から引き受けた第三者割

当増資に係る有価証券届出書等の虚偽記載に伴う損害賠償請求訴訟（請求金額 

6,611,669,900円及びこれに対する遅延損害金）を提起しておりましたが、今般、東京

地方裁判所から提示された和解案に基づき、以下の通り訴訟上の和解を行いました。 

 

２．和解の相手方 

（１）社 名 オリンパス株式会社  

（２）代表者 代表取締役社長執行役員 笹 宏行  

（３）住 所 東京都渋谷区幡ヶ谷二丁目 43番 2号（登記上の本店所在地） 

 

３．和解の内容 

① オリンパス社は、当社に対し、和解金として金 60億円を支払う。 

② 当社は、オリンパス社に対するその余の請求を放棄する。 

 

４．今後の見通し 

本訴訟の和解成立に伴い、当期において特別利益 60 億円を計上する予定です。本件

による 2014年 3 月期の連結業績予想（2013年 4 月 1 日～2014年 3 月 31 日）の変更

はありません。 

 

 

以 上 

テルモの開示資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてそ

の実現を約束する趣旨のものではありません。様々な要因により、実際の業績等が変動する可能性があることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要な要素

には、テルモの事業領域を取り巻く経済情勢、為替レートの変動、競争状況などがあります。 

 


